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光合成細菌 R. rubrum を光照射下で培養すると 菌体の増殖に伴って，ヒドロゲナーゼが産生され
る。菌体を破壊して得られる抽出液に含まれるヒドロゲナーゼ(菌体内ヒドロゲナーゼ)の活性は培
養 2 日目まで増加し，その後は最大値の約 1/5に減少する。一方，培養液中に放出されるヒドロゲナ
ーゼ(菌体外ヒドロゲナーゼ)の活性は，培養 3 日目まで増加し，その後はほぼ一定となる。 4 日目
で産生される菌体外ヒドロゲナーゼの全活性は，菌体内ヒドロゲナーゼの全活性よりも約10倍高い。
菌体内および菌体外ヒドロゲナーゼは いずれも 硫安分画 イオン交換クロマトグラフィ，水素
結合クロマトグラフィ，分子飾クロマトグラフィなどを組み合わせることによって精製された。精製
された両ヒドロゲナーゼには次のような共通点および相違点が見られた。 i )菌体外ヒドロゲナーゼ
の分子量は約55 ， 000であり，菌体内ヒドロゲナーゼよりも約13 ， 000大きい。 ii) 1 MNaCl 存在下で
両ヒドロゲナーゼは 4 0C で保存すると失活しない。 iii) 1 MNaCl存在下で50% 失活する温度は菌体
内ヒドロゲナーゼは770C また菌体外ヒドロゲナーゼは550C である。 iv) 菌体外ヒドロゲナーゼは400
nm付近に吸収をしめすが，菌体内ヒドロゲナーゼは可視領域に吸収をほとんどしめさない。 v) 菌体
外ヒ4ドロゲナーゼの比活性は，菌体内ヒドロゲナーゼよりも約 100 倍高い。 vi) 両ヒドロゲナーゼの等
電点は約 5 ，また至適 pH は 7~8 であり，両者に著明な差はない。
培養液中には，ヒドロゲナーゼに加えて，フェレドキシンが存在することを見い出した。培養液を
濃縮した後，分子簡クロマトグラフィ，イオン交換クロマトグラフィなどによって菌体外フェレドキ
シンを精製した。このフェレドキシンの分子量は約 9.000 また酸化還元電位 (Em • 7 ) はー0.29V であ











索を行い， Rhodospirillum rubrum の G9 株の酵素の精製と性質が，主として，研究されてい.る口
日裏君は， R. rubrum を光照射下で液体培養すると，菌体内ヒドロゲナーゼに加えて，培養液中に
ヒドロゲナーゼとブェレドキシンが分泌されることを見出し この菌体外ヒドロゲナーゼと薗体外フ
ェレドキシンの精製を行った。
菌体外フェレドキシンは，アミノ酸組成，標準酸化還元電位などの点において，これまでに報告さ
れている菌体内フェレドキシンと明らかに異なる。
菌体外ヒドロゲナーゼに加えて 菌体内ヒドロゲナーゼを高度に精製した結果 これらのヒドロゲ
ナーゼは，分子量，比活性，などの種々の点において著しく異なる。これまでに報告されているすべ
てのヒドロゲナーゼが鉄硫黄蛋白質であるのに対して，菌体内ヒドロゲナーゼは全く別種の酵素でゐ
る。また，菌体外ヒドロゲナーゼは既知のヒドロゲナーゼよりも遥かに高い比活性をもっO
以上のように，日裏君の研究業績は，従来のヒドロゲナーゼとフェレドキシンの知見に加えて，画
期的なものであり，また，将来のこの方面の研究指針となるものでもある。よって，日裏君の研究業
績は理学博士の学位論文として十分に価値あるものと認められる。
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